
歳出総額  99億2,499万6千円 歳出総額  99億2,499万6千円 歳入総額  105億8,319万8千円 歳入総額  105億8,319万8千円 

一般会計 

歳出総額 
99億2,499万6千円 

一般会計 

歳入総額 
105億8,319万8千円 

町税 
49億3,388万9千円 
（46.6％） 

町債 
12億8,850万円 
（12.2％） 

土木費 
25億9,763万4千円 
（26.2％） 

民生費 
20億8,836万6千円 
（21.0％） 

教育費 
13億5,614万4千円 
（13.7％） 

公債費 
11億6,440万3千円 
（11.7％） 

総務費 
10億5,789万円 
（10.7％） 

地方交付税 
11億4,666万7千円 
（10.8％） 

国庫支出金 
6億460万7千円 
（5.7％） 

その他 8億3,326万2千円 （8.0％） 

繰越金 2億9,001万1千円 （2.7％） 

地方消費税交付金 2億9,597万2千円 （2.8％） 

諸収入 2億9,692万6千円 （2.8％） 

県支出金 3億9,589万2千円 （3.7％） 

繰入金 4億9,747万2千円 （4.7％） 

議会費 1億3,549万3千円 （1.4％） 

労働費 1億4,240万7千円 （1.5％） 

消防費 4億6,867万3千円 （4.7％） 

衛生費 8億2,804万8千円 （8.3％） 

議会費 1億3,549万3千円 （1.4％） 

労働費 1億4,240万7千円 （1.5％） 

消防費 4億6,867万3千円 （4.7％） 

衛生費 8億2,804万8千円 （8.3％） 

農林水産業費 6,794万7千円 （0.7％） 

商工費 1,317万7千円 （0.1％） 

諸支出金 481万4千円 （0.0％） 

農林水産業費 6,794万7千円 （0.7％） 

商工費 1,317万7千円 （0.1％） 

諸支出金 481万4千円 （0.0％） 

使用料および手数料 1億9,823万7千円 

財産収入 1億3,536万円 

地方特例交付金 1億3,034万9千円 

分担金および負担金 1億2,825万7千円 

地方譲与税 1億451万4千円 

自動車取得税交付金 6,136万4千円 

利子割交付金 3,666万4千円 

寄附金 3,110万円 

交通安全対策特別交付金 741万7千円 

その他  8億3,326万2千円の内訳 

町税　49億3,388万9千円の内訳 

固定資産税 
27億7,512万8千円 
（56.2％） 

町民税 
13億9,974万9千円 
（28.4％） 

都市計画税　5億2,557万5千円（10.7％） 
町たばこ税　1億9,722万4千円（4.0％） 

軽自動車税　3,621万3千円（0.7％） 

※老人保健医療事業特別会計の歳入歳出不足額は、翌年度歳入繰上充用金で補てん。 

特別会計区分 

国民健康保険事業 

財　産　区 

老人保健医療事業 

下水道事業 

介護保険事業 

（小　計） 

26億7,098万4千円 

10億6,050万4千円 

20億6,465万3千円 

15億7,849万5千円 

11億6,568万4千円 

85億4,032万　  円 

25億7,974万1千円 

3,482万5千円 

20億7,718万5千円 

15億4,628万7千円 

11億6,073万1千円 

73億9,876万9千円 

9,124万3千円 

10億2,567万9千円 

△1,253万2千円 

3,220万8千円 

495万3千円 

11億4,155万1千円 

歳入総額 歳出総額 歳入歳出差引額 

＜歳入＞ 
町税…所得にかかる町民税や土地・
建物に係る固定資産税など　町債…
事業を行うために借り入れたお金　
地方交付税…町の財政需要に応じて
国から交付されるお金　国庫支出金、
県支出金…事業を行うための国や県
からの負担金や補助金　繰入金…各
種基金から一般会計へ繰り入れたお
金　 
＜歳出＞ 
土木費…道路や公園の整備など　民
生費…高齢者や障害者、児童のため
の福祉など　教育費…学校や公民館
の整備など　公債費…町債などの借
入金の返済　総務費…財産管理や企
画・税務事務など　衛生費…ごみ・
し尿処理や予防接種など　消防費…
消火・水防活動など　労働費…労働
者への福利厚生など　議会費…議会
の運営など　農林水産業費…農業・
水産業の振興など　商工費…産業の
振興や観光など 

用語解説  

平
成
15
年
度
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト（
賃
借
対
照
表
） 

借　　方 貸　　方 

有形固定資産  148.9万円 
（うち土地  79.3万円） 

投資など  15.5万円 

流動資産  16.3万円 正味資産  146.9万円 

計 180.7万円 計 180.7万円 

借　　方 貸　　方 

有形固定資産 
学校、道路、橋、庁舎など 
 512億3千万円 
（うち土地　273億円） 

投資など 
基金など（固定的なもの） 
出資金など 
 53億4千万円 

流動資産 
現金預金、基金（現金化が 
容易なもの） 
未収金（税など） 
 56億円 

正味資産 
国、県の補助金、資産形成 
に使った一般財源など 
 505億4千万円 

計 621億7千万円 計 621億7千万円 

負債 
借入金（町債） 
 92億9千万円 
退職給与引当金 
 15億4千万円 

翌年度償還予定額 8億円 
負債計 116億3千万円 

（千万円単位で端数整理） 

　学校、道路など建設的
な事業に使われたお金の
総額です。 
　道路や建物は減価償却
（価格を見直す）をして
います。 
　土地代は買った時の価
格で計上しています。 

　現金で持っているもの
の他、必要時にすぐに現
金化することができる財
政調整基金、町税など町
に納めてもらうお金のう
ちでまだ収入されていな
いものです。 

　関係団体の出資金や公
共施設整備基金、国際交
流基金など貯えているお
金です。 

借入金 
　今までに学校、道路な
どを建設するための財源
として町が銀行や国など
に借金しているお金の残
高です。 

　今まで学校、道路など
を建設するために使った
お金のうち、国や県から
補助金としてもらったも
のや税金などの総額です。 

退職給与引当金 
　町の職員が年度末に全
員退職した場合の退職金
です。 
　実際、今払うものでは
ありませんが、将来発生
するものとして負債に計
上しています。 

平成15年度住民一人あたりのバランスシート 

人口　34,412人（H16.4.1現在） 

負　　債  33.8万円 

▼
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
　
1
０
７
９
４（
３
５
）０
３
５
７ 

5

小
・
中
学
校
関
係
に
約
３
億
７
５
９

４
万
円
、
公
民
館
・
コ
ミ
セ
ン
・
図

書
館
な
ど
の
運
営
や
人
権
教
育
の
充

実
な
ど
社
会
教
育
関
係
に
約
３
億
６

０
０
５
万
円
、
そ
し
て
ス
ポ
ー
ツ
施

設
の
整
備
な
ど
に
２
億
５
９
９
７
万

円
を
使
い
ま
し
た
。

「
公
債
費
」
は
、
11
億
６
４
４
０

万
３
千
円
、
全
体
の
11
・
７
％
を
占

め
、
各
種
施
設
な
ど
の
建
設
・
改
修

の
た
め
に
借
り
入
れ
た
お
金
の
返
済

に
使
い
ま
し
た
。

一
般
会
計
と
は
別
に
特
定
の
収
入

に
よ
り
特
定
の
事
業
を
行
う
会
計
で
、

播
磨
町
に
は
５
つ
の
特
別
会
計
が
あ

り
、
各
特
別
会
計
決
算
額
は
次
の
通

り
で
す
。
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会
計
は
、
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま

で
の
「
年
度
」
で
区
切
っ
て
い
ま
す
。

「
決
算
」
は
、
そ
の
年
度
の
収
入
と
支

出
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
、
翌
年

度
の
９
月
の
町
議
会
定
例
会
で
「
認

定
」
さ
れ
る
と
決
定
し
ま
す
。（
こ
れ

ま
で
は
、
12
月
の
町
議
会
定
例
会
で

「
認
定
」
さ
れ
て
い
ま
し
た
）

播
磨
町
の
会
計
は
、
大
き
く
分
け

て
私
た
ち
の
生
活
に
最
も
か
か
わ
り

の
深
い
「
一
般
会
計
」
と
特
定
の
収

入
を
あ
て
て
特
定
の
事
業
を
行
う

「
特
別
会
計
」
と
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

一
般
会
計
で
は
、
皆
さ
ん
が
納
め

た
税
金
や
窓
口
で
の
収
入
、
国
や
県

か
ら
の
補
助
金
が
主
な
入
っ
て
く
る

お
金
で
、
道
路
や
施
設
の
整
備
、
教

育
や
福
祉
事
業
に
使
う
お
金
は
、
こ

の
会
計
か
ら
支
払
い
ま
す
。

特
別
会
計
は
、
そ
の
目
的
の
事
業

に
の
み
お
金
が
使
わ
れ
、
播
磨
町
で

は
、
国
民
健
康
保
険
、
介
護
保
険
、

老
人
保
健
医
療
、
下
水
道
、
財
産
区

の
５
つ
の
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。

平
成
15
年
度
の
一
般
会
計
の
決
算

額
は
、
歳
入
（
収
入
）
が
１
０
５
億

８
３
１
９
万
８
千
円
、
歳
出
（
支
出
）

が
99
億
２
４
９
９
万
６
千
円
で
、
差

し
引
き
６
億
５
８
２
０
万
２
千
円
と

な
り
、
こ
れ
か
ら
来
年
度
（
平
成
16

年
度
）
へ
持
ち
越
す
２
億
３
６
８
９

万
３
千
円
を
除
く
と
、
実
質
４
億
２

１
３
０
万
９
千
円
の
黒
字
と
な
り
ま

し
た
。

町
税
は
、
約
４
億
の
減

歳
入
に
つ
い
て
は
、
総
額
１
０
５

億
８
３
１
９
万
８
千
円
で
、
前
年
度

に
比
べ
て
17
億
９
６
２
７
万
９
千
円
、

14
・
５
％
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て

い
た
だ
い
た
町
税
（
町
民
税
・
固
定

資
産
税
・
軽
自
動
車
税
・
町
た
ば
こ

税
・
都
市
計
画
税
）
は
、
景
気
低
迷

な
ど
の
影
響
を
受
け
、
49
億
３
３
８

８
万
９
千
円
で
、
前
年
度
に
対
し
て

７
・
４
％
約
４
億
円
の
減
収
で
す
。

繰
入
金
に
お
い
て
は
、
一
般
会
計

の
歳
入
の
不
足
を
補
う
財
政
調
整
基

金
か
ら
の
繰
り
入
れ
は
、
約
12
億
８

５
０
万
円
の
減
額
、
特
定
目
的
基
金

で
あ
る
公
共
施
設
整
備
基
金
に
お
い

て
も
事
業
な
ど
の
完
成
に
伴
い
約
４

億
１
７
５
０
万
円
の
減
額
と
な
り
ま

し
た
。

歳
出
は
、
総
額
99
億
２
４
９
９
万

６
千
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
16
億

６
４
４
７
万
円
、
14
・
４
％
の
減
額

と
な
り
ま
し
た
。

最
も
支
出
の
多
か
っ
た
「
土
木
費
」

は
25
億
９
７
６
３
万
４
千
円
で
全
体

の
26
・
２
％
を
占
め
、
Ｊ
Ｒ
土
山
駅

前
広
場
の
整
備
、
Ｊ
Ｒ
土
山
駅
自
由

通
路
整
備
、
石
ヶ
池
公
園
整
備
な
ど

都
市
計
画
事
業
に
約
22
億
２
３
１
２

万
円
、
土
山
新
島
線
な
ど
の
道
路
の

新
設
改
良
事
業
に
約
２
億
６
５
０
０

万
円
を
使
い
ま
し
た
。

次
に
「
民
生
費
」
で
、
20
億
８
８

３
６
万
６
千
円
で
全
体
の
21
・
０
％

を
占
め
て
い
ま
す
。
健
康
い
き
い
き

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
運
営
や
障
害
者
、

高
齢
者
な
ど
の
社
会
福
祉
事
業
に
約

14
億
円
、
児
童
手
当
の
支
給
や
保
育

園
の
運
営
な
ど
児
童
福
祉
事
業
に
６

億
８
７
２
８
万
円
を
使
い
ま
し
た
。

「
教
育
費
」
は
、
13
億
５
６
１
４

万
４
千
円
、
全
体
の
13
・
７
％
を
占

め
て
13
億
５
６
１
４
万
４
千
円
で
全

体
の
13
・
７
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
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平
成
15
年
度
決
算
が
ま
と
ま
り
、
９
月
の
町
議
会
定
例
会
で
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
や
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
は
私
た
ち
の
生

活
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
形
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
平
成
15
年
度
決
算
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

９
月
に
決
算
の
認
定

会
計
の
仕
組
み

一
般
会
計
の
決
算

歳
　
　
入

歳
　
　
出

特
別
会
計
の
状
況



平成15年度水道事業の決算報告 平成15年度水道事業の決算報告 平成15年度水道事業の決算報告 

収益的収支 収益的収支 収益的収支 収益的収支 

播磨町水道事業の平成15年度決算が認定されたのでお知らせします。　s問い合わせ　管理課　10794（35）2379

資本的収支 古くなった水道施設の改良や新しい施設を作るために必要な資金の収支 
水道料金による収入と水を作ったり、家庭に送るための
維持管理経費などを中心とした営業活動の収支 

（税込み） （税抜き） 

企業債償還金 
施設建設の際に借りたお金（企
業債）の元金返済分です。 

239,853千円 

内部留保資金による補てん 
減価償却費など資産を再構築
するために積み立ててきた資
金です。 

293,514千円 

負担金 
建設または改良工事のための
工事負担金や新たに水道水を
使う時に支払っていただいた
加入分担金や給水装置負担金
など。 

199,217千円 

建設改良費 
古くなった水道管を付け替え
たり、新しく水道管を延ばし
たりするのに要した経費です。 

252,878千円 

その他 
水を作るために必要な薬品や
動力費、集金や検針、水道管
の修理や古くなったメーター
の交換などにかかった費用で
す。 

赤字 

その他 

受託工事収益 
給水装置の新設または修繕な
どの工事受託による収益。 

水道料金 
使用者の皆さんに支払ってい
ただいた水道料金です。 

支払利息 
施設建設の際に借りたお金（企
業債）の利息です。 

人件費 
水道事業所で働く職員の給料
などです。 

減価償却費 
施設の資産価値の減少分。将
来、老朽化した施設を更新す
るための財源となります。 

受水費 
兵庫県から水道水を買った費
用です。播磨町は約9割を井
戸水でまかなっていますが、
井戸の延命を計り、また災害
などの緊急時に備えるため、
一部を兵庫県から購入してい
ます。 

受託工事費 
給水装置の新設または修繕な
どの受託工事に要する費用。 

197,134千円 

72,252千円 

115,286千円 

216,639千円 

67,908千円 

69,017千円 

556,349千円 

78,073千円 

88,667千円 

15,14715,147千円 15,147千円 
水道事業は独立採算制 
　水道事業は、「地方公営企業」
として法律により税金を使わずに、
使用者の皆さんからいただく水
道料金により運営するように定
められています。これを「独立
採算制」といい、税金や国など
の補助金などで運営される町の
会計とは全く違った運営形態と
なっています。 
　また、会計方式は企業会計方
式をとっており、収益的収支と
資本的収支の2本立てで会計処理
し、民間企業のように財務諸表
と呼ばれる「損益計算書」や「貸
借対照表」を作成しています。 

経営改善のための施策 
①水道料金システムの更新 
　ハンディターミナルの導入などに
より、大幅な事務改善を行い、正職
員１人をパート職員に切り替えます。 
　また、滞納管理システムの導入に
より滞納管理を徹底し、早期に未収
金の解消を図ります。 
→　平成16年導入　平成17年切り
替え 
②浄水場の運転管理委託 
　既に夜間休日2人、昼間1人につ
いて民間委託を行っていますが、更
に効率の良い運営方法について検討
していきます。 
→　継続検討中 
③修繕計画の策定 
　浄水場設備の修繕について、5ヵ
年の計画を立てていますが、毎年見
直しを行い、修繕を先延ばしできる
ものは更に翌年度以降に実施するよ
うにします。 
→　平成15年から実施中 

【支　出】 【収　入】 【支　出】 【収　入】 

資本的収支 資本的収支 資本的収支 
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道
水
を
使
う
時
に
支
払
っ
て
い
た
だ

い
た
加
入
分
担
金
や
、
給
水
装
置
負

担
金
な
ど
が
合
わ
せ
て
１
８
７
５
万

１
千
円
減
少
し
た
こ
と
に
よ
り
、
負

担
金
合
計
で
は
５
２
８
９
万
６
千
円

減
少
し
、
１
億
９
９
２
１
万
７
千
円

に
な
り
ま
し
た
。

支
出
に
つ
い
て
は
、
下
水
道
布
設

工
事
に
合
わ
せ
て
、
老
朽
管
の
布
設

替
・
改
良
を
行
い
、
前
年
度
に
比
べ

８
８
８
２
万
２
千
円
減
少
し
、
２
億

５
２
８
７
万
８
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
企
業
債
の
元
金
償
還
分
と

し
て
、
２
億
３
９
８
５
万
３
千
円
支

出
し
ま
し
た
。

な
お
、
資
本
的
収
入
額
が
資
本
的

支
出
額
に
不
足
す
る
額
２
億
９
３
５

１
万
４
千
円
は
、
内
部
留
保
資
金
で

補
て
ん
し
ま
し
た
。
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収
入
の
主
な
も
の
で
は
、
水
道
料

金
収
入
が
前
年
度
に
比
べ
て
６
７
０

万
７
千
円
減
の
５
億
５
６
３
４
万
９

千
円
で
、
６
年
連
続
の
減
収
と
な
り

ま
し
た
。

ま
た
、
前
年
度
ま
で
あ
っ
た
水
道

事
業
用
地
売
却
に
よ
る
特
別
利
益
６

８
０
０
万
円
が
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

事
業
収
入
全
体
で
は
、
受
託
工
事
収

益
が
５
９
５
７
万
７
千
円
増
加
し
、

７
８
０
７
万
３
千
円
と
な
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
１
２
４
７
万
２
千
円
減
の

６
億
４
９
５
６
万
９
千
円
に
と
ど
ま

り
ま
し
た
。

支
出
の
主
な
も
の
で
は
、
借
入
金

の
利
息
が
１
２
５
８
万
２
千
円
減
少

し
、
１
億
１
５
２
８
万
６
千
円
に
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
受
託
工
事
費

が
５
５
３
８
万
３
千
円
増
加
の
７
２

２
５
万
２
千
円
、
資
産
減
耗
費
２
２

９
４
万
５
千
円
を
計
上
し
た
こ
と
な

ど
に
よ
り
、
事
業
費
全
体
で
は
、
７

７
０
４
万
１
千
円
増
加
し
、
７
億
３

８
２
３
万
６
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

よ
っ
て
、
平
成
15
年
度
収
支
で
は
、

８
８
６
６
万
７
千
円
の
純
損
失
（
赤

字
）
を
計
上
し
ま
し
た
。

収
入
に
つ
い
て
は
、
下
水
道
布
設

工
事
に
伴
う
下
水
道
特
別
会
計
な
ど

か
ら
の
工
事
負
担
金
が
３
４
１
４
万

６
千
円
減
少
し
、
ま
た
、
新
た
に
水
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収
益
的
収
支

資
本
的
収
支

①
鉛
管
対
策
事
業

町
内
全
域
で
約
２
千
戸
残
る
鉛
管

を
平
成
18
年
か
ら
10
ヵ
年
で
順
次
取

り
替
え
を
行
い
ま
す
。

②
浄
水
場
配
水
ポ
ン
プ
・
発
電
機
更

新
平
成
20
年
度
に
老
朽
化
し
た
第
３

浄
水
場
の
配
水
ポ
ン
プ
お
よ
び
発
電

機
を
更
新
し
ま
す
。

③
古
宮
区
画
整
理
事
業
に
伴
う
配
水

管
布
設
工
事

事
業
の
実
施
が
決
ま
れ
ば
、
平
成

21
年
度
か
ら
配
水
管
布
設
工
事
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
事
業
で
多
額
の
投

資
が
必
要
と
な
る
見
込
み
で
す
。

※
コ
ン
ビ
ニ
収
納

以
前
か
ら
ご
要
望
の
多
か
っ
た
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
水
道
料

金
の
収
納
に
つ
い
て
、
水
道
料
金
シ

ス
テ
ム
の
更
新
に
伴
い
検
討
を
進
め

て
き
ま
し
た
が
、
平
成
17
年
度
か
ら

の
実
施
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

《
今
後
の
主
な
事
業
予
定
》

給
水
原
価
と
は
、
水
１
立
方
メ
ー

ト
ル
（
以
下
K
）
作
る
の
に
必
要
な

費
用
の
こ
と
で
、
平
成
15
年
度
決
算

で
は
１
６
８
・
18
円
に
な
り
ま
し
た
。

供
給
単
価
と
は
、
皆
さ
ん
か
ら
い

た
だ
い
て
い
る
水
道
料
金
の
１
K
当

た
り
の
平
均
金
額
の
こ
と
で
、
同
決

算
で
は
１
４
０
・
69
円
と
な
り
、
給

水
原
価
が
供
給
単
価
を
約
27
円
上
回

り
ま
し
た
。
つ
ま
り
現
状
で
は
、
水

１
K
給
水
す
る
ご
と
に
27
円
の
赤
字

に
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
15
年
度
に
お
い
て
は
、
大
幅

な
赤
字
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
原

因
は
、
景
気
の
低
迷
や
節
水
機
器
の

普
及
に
よ
り
、
平
成
９
年
度
を
ピ
ー

ク
に
水
道
料
金
収
入
が
減
り
続
け
て

い
る
こ
と
、
平
成
10
年
度
か
ら
５
年

間
は
水
道
事
業
用
地
の
売
却
益
に
よ

る
６
８
０
０
万
円
の
特
別
利
益
が
あ

り
、
大
幅
な
赤
字
に
転
落
す
る
こ
と

を
防
い
で
き
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
水
道
料
金
収
入
が
改
善
さ
れ
な

け
れ
ば
、
今
後
も
苦
し
い
経
営
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
よ
り
一
層
、
経
営
の

合
理
化
お
よ
び
経
費
の
削
減
を
図
る

と
共
に
、
皆
さ
ま
方
に
清
浄
に
し
て

低
廉

て
い
れ
ん

な
水
の
安
定
供
給
を
図
る
た
め
、

水
源
の
確
保
と
、
公
共
福
祉
の
向
上

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

給
水
原
価
と
供
給
単
価

水道水1ｍ3当たりの給水原価の内訳 

人件費 

支払利息 

17.46円 29.16円 11.24円 11.24円 17.17円 54.78円 38.37円 

動力費 減価償却費 

受水費 その他 

財務諸表などを町のホームページにて公開しています。 http://www.town.harima.hyogo.jp


